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● 自然はいいです！ ●       営業部１課 原田 美穂 

 

皆様ＧＷはどのように過ごしましたでしょうか？私はのん

びり近場にいました。 

昔はテーマパークとか混雑もぜんぜん平気でしたが今は疲

れてしまいます(̂ ;̂) 

なので昨年頃からＧＷの前の週に遠出する事にしていま

す。給料前ですし、人も少ないかと思います。 

今回は遠出と言っても隣県で山梨の忍野八海と花の都公園

に行って参りました。 

忍野八海は人が沢山いた為 1 時間位いて移動しました。そ

して、昼食は何年ぶりかで「ほうとう」を食べ、その後花の

都公園に行きました。 

今のシーズンはチューリップ畑になっており、赤・濃い

桃・薄桃・オレンジ・黄色などいろんな色の花がびっしりき

れいに並んでました。 

あと違う種類の花もありましたし、 

滝もなかなかすごく水も透き通って 

いてとてもきれいでした。 

私は薄桃のチューリップが一番気に 

入りました！自然て落ち着くし、いい 

な思いました、ゆっくりしたい方は行 

ってみて下さい！。お勧めです。 

■ 化学物質管理者の選任 ■   
リスクアセスメントが必要な化学物質が今後増えるに当たり、製造、

取り扱い、販売等を行う全ての事業場で、令和6年4月14日までに化学

物質管理者の選任が必要となります。業種や事業規模などによる適用除

外の条件はなく、工場、店社、営業所等の事業場ごとに選任します。 

選任される管理者は、化学物質の管理に関わる業務を適切に実施でき

る能力を有する者としていますが、製造以外の事業場では、資格要件を

定めていません。化学物質管理者の専門的講習等の受講者からの選任を

推奨しています。対象となる事業所では今から準備が必要です。 

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付きまし

ては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送を中止

させて頂きます。 

なんだ・かんだ 

◆ 異次元の少子化対策よりも婚活を ◆ 

岸田首相の施政方針の中で、重要な政策の一つが少子化対策であり、

それに対して異次元の対策を行うとしています。 

その対策について見てみると、妊婦に対する費用軽減、出産育児一時

金の増額、不妊治療の公的助成の拡大等出産に付いての対策。そして、

子供手当の拡充、子育てに関する各種制度の創設等、子育てに関する対

策を上げています。 

少子化対策について、もちろん出産・子育てに関しての対策は重要だ

と思いますが、それよりも私は出産以前に、まず結婚する人の数を増や

す事が重要だと思います。 

婚姻についての統計を見ると、婚姻件数は、団塊の世代が親となる年

代1970年～1974年は年間100万組を超え、婚姻率（人口千人当たりの婚

姻件数）もおおむね10.0以上でした。その後は、婚姻件数、婚姻率とも

に低下傾向となり、1978年以降2010年までは、婚姻件数はおおよそ年間

70万組台で増減を繰り返しながら推移してきたのが、2011年以降は、年

間60万組台で低下を続け、2018年には初めて60万組台を割り込んでい

ます。2019年は、平成から令和への改元のタイミングで婚姻するいわゆ

る「令和婚」（こういう言葉があることを知りませんでした）の影響も

あって、59万9,007組（対前年比12,526組増）と7年ぶりに前年より増

加したのですが、その後新型コロナウイルス禍で 2020 年は 52 万 5,507

組、2021年は50万1,116組と大幅に減って過去最低を更新しました。婚

姻率も4.3で過去最低となって、1970年代前半と比べると半分程度の水

準となってしまいました。 

出生数は婚姻件数に2年半ほど後ずれて顕在化するそうです。コロナ

禍の中激減した婚姻数の影響で、今後出生数も大きく下振れすることが

予想されます 

2016年頃から、出生数が100万人を切ってしまいましたが、その頃か

ら若者が経済的な理由で結婚や出産を望まない傾向が続いているという

分析があります。国立社会保障・人口問題研究所が実施した調査では、 

結婚意思のある未婚者に、一年以内に結婚するとしたら何か障害となる

ことがあるかをたずねたところ、男女とも「結婚資金」を挙げた人が最

も多かったということです。（男性43.3％、女性41.9％） 

先にふれたように、政府は異次元の少子化対策で出産や子育てへの対

策はいくつか立てていますが、その一方で、若者らの結婚や出産を後押

しする施策は今のところ見られません。若者の経済上の不安を払拭し、

まずは結婚へのモチベーションが上がるような経済環境づくりが欠かせ

ないと思います。 

今年は、ここ数年の物価上昇に依り、給料を上げなければならない雰

囲気で、国の経済界への要望やマスコミの報道に 

よって、企業への昇給・ベースアップへのプレッシ 

ャーがあり、大きく賃金が上昇しました。同時に 

初任給も増え、少しですが、経済的な結婚への不安 

は払拭できたかもしれません。後は出会いの場と結婚 

に対する悪いイメージ（結婚すると行動や生き方、 

金銭、友人関係などが束縛される等）を無くす事が 

重要だと思います。 
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